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Ｒ４.林業ミニ情報（令和４年７月）      （鉾田林業指導所 綿引 孝） 

タイトル 鹿島石油グループによる海岸防災林保全ボランティア活動 

年 月 日 令和４年４月 10 日（日） 

場   所 神栖市波崎地内 

内  容 令和４年４月 10 日、神栖市波崎の豊ヶ浜海岸において、鹿島石油（株）

鹿島製油所による海岸防災林保全ボランティア活動「鹿石グリーンパー

ク」が開催されました。 

この活動は、神栖市が推進している砂浜等整備事業（津波対策、飛砂

対策）に対し、同社が社会貢献活動の一環として協力したもので、市民

共同の街づくりや豊かな地域社会づくりのほか、津波対策や住環境の改

善などに貢献することを目的とした取組です。 

当日は天候にも恵まれ、新型コロナウイルス感染防止対策をとりつ

つ、所員とその家族 90 名が参加して、約 300 本のクロマツの植栽と併

せ、これまでに植栽した区域の下刈り及び肥料散布等が行われました。 

活動を終えた参加者からは、「これまでに植栽してきた木が、地域を

守る立派な海岸防災林となる日を心待ちにしている。」などの感想が聞

かれました。 

 

 

 

 

 

 
 

活動の様子              集合写真 
 

普及成果等  私たちの生活環境を守っている海岸防災林は、現在、生育環境の悪化

や松くい虫被害等により、著しく衰退しています。当林業指導所として

は、海岸防災林の保全と再生を図るため、行政や企業等と連携し、今回

のような取組を支援していきたいと考えています。 
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Ｒ４.林業ミニ情報（令和４年７月）     （土浦林業指導所 土田 耕一） 

タイトル 
筑波大学 「農林業政策学基礎演習」において県の仕事紹介と箸づく

り体験を実施 

年 月 日 令和４年５月 23 日（月） 

場   所 筑波大学 生命環境系森林資源社会学研究室 

内  容 令和４年５月 23 日（月）、筑波大学の「農林業政策学基礎演習」の授

業の一環として、（一社）子育てネットワークままもり（以下、「ままも

り」）と土浦林業指導所による講義及びヒノキの間伐材を使った箸づくり

の体験教室が２年ぶりに開催され、２年生を中心とした学生 21 名と教授

２名が参加しました。 
当日、ままもりからは、木育活動の取組の講義と木のおもちゃの実演

があり、学生たちが童心に帰ったように木のおもちゃで遊ぶ姿はとても

印象的でした。また、参加者の多くが２年生ということで、当指導所か

らは、就職先として県（林業職）の仕事を知ってもらおうと、本県の林

務行政の取組を紹介しました。 
学生からは、「授業や白書だけではわからない県の取組を知ることがで

き、これからの授業がより身近に感じられるようになった。」、「森林整備

から体験学習まで、農林事務所が関わる事業が思っていたより幅広くて

驚いた。」などの感想がありました。 
その後、ヒノキの間伐材を使った箸づくりを体験してもらうと、学生

からは、「間伐材でこんなにきれいで実用的なものが作れるのかと、身を

もって実感した。」、「木材の加工をすることで、林業の一部に触れられる

のは良い経験だと思った。」などの感想がありました。 
最後に、「就職先の選択肢の一つである行政の話を聞けて良かった。」

との感想も聞かれ、将来の林業の担い手となりうる学生たちに、森林・

林業への関心を深めてもらえる機会を提供できたことは、大変有意義で

あったと考えています。 
 
 
 
 
 
 
 
 

箸づくり体験の様子 講義の様子 
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普及成果等 この授業は、木育に関する基礎講座と位置付けられており、県南地域

で木育活動に取り組むままもりの主催で行われました。この講座に当指

導所も参画させていただき、箸づくり体験を通じて森林・林業への関心

を深めてもらうとともに、県の林務行政の取組等を紹介することで、学

生の就職活動の一助になったのではないかと思います。 
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Ｒ４.林業ミニ情報（令和４年７月）    （筑西林業指導所 小川原 正博） 

タイトル 「広葉樹の植樹体験」が開催される 

年 月 日 令和４年３月９日（水） 

場   所 結城市田間地内 「結城市健康の森」 

内  容  令和４年３月９日、結城市健康の森をフィールドに活動を行っている

「結城里山の会」が、地元の江戸川北小学校と協力し、６年生の児童 21

名を対象とした広葉樹の植樹体験を実施しました。 
 この取組は、里山の自然を活かした遊びなど、子供たちに様々な体験

活動を実施することで、里山や森林の役割と大切さを理解してもらうこ

とを目的に行っているもので、今年で 14 回目になります。 
今回の体験では、最初に当会の指導員から植樹の仕方について説明を

行い、その後、児童たちは班ごとに分かれ決められたエリアに移動し、

約２年前に採取したドングリから育てたコナラの苗木（30 本）を、指導

員と一緒に植樹しました。大半の児童は植樹体験が初めてであったため、

指導員の補助を受けながら、熱心に取り組んでいたそうです。 
コロナ禍のため、今回は当指導所も参加して一緒に作業を行うことは

出来ませんでしたが、今後、コロナが一刻も早く収束し、多くの児童た

ちに森林・林業体験の機会を提供できる日が来ることを願っています。 

普及成果等  自然とふれ合い、森づくりの第一歩である植樹作業を行ったことは、

参加した児童にとって、普段の授業では学べない貴重な経験になったと

思います。また、この活動が、児童たちが森林・林業に興味を持つきっ

かけになることを期待しています。 
 当指導所では、当会や他のボランティア団体などと連携し、平地林・

里山林の大切さを伝えられるよう、活動の支援をしていきたいと考えて

います。 

指導員からの説明の様子 植樹体験の様子 


